
山手町・花園町地区

要望
番号 要　望  事  項 取 組 状 況 等

反映
区分

担 当 部 課

1 【山手2号橋西側に設置している樋管管理について】
山手町内会

苫小牧川に山手2号橋が架設されその西側に樋管を
設置してある。平成26年、大雨で苫小牧川が増水、樋
管を通し住宅地に水が流れ込み一部家屋が床下浸水
した。幸いにして平成26年以降川からの逆流はないが
大雨・台風接近の注意報が出る都度、樋管付近の住民
は浸水の不安心配の中で生活している。昨今異常気象
と云われる中、今後もあるかもしれない苫小牧川からの
逆流に対する樋管の管理態勢はどのようになっている
のか、特に土日・祝日・夜間の管理態勢について説明
願います。併せて樋門を閉じる基準・条件についても説
明願います。

　樋管の管理につきましては、苫小牧川の管理者であ
る北海道から本市が委託を受け、市から業者に業務委
託を行っております。委託内容につきましては、定期点
検のほか河川水位の上昇が見込まれる場合には、直ち
に警戒態勢に入るとともに巡回パトロールを行うこととし
ております。
　樋門を閉じる基準・条件につきましては、北海道の管
理マニュアルに従って、河川の水位が上昇し堤内側へ
逆流を始める恐れがあるとき、または逆流を起す状態が
明らかなときは、昼夜問わず24時間体制で樋門を閉じ
ることとなっております。

A 都市建設部
　道路維持課

2 【山手北光総合福祉会館を災害時の避難所に指定し
て欲しい。】
　山手北光町内会、山手町内会

昨年（2018年）９月の胆振東部地震の際、停電、断
水・屋内での棚や小物、ガラスの散乱などで、避難指定
場所である北光小学校に避難を考えた人もいるが、停
電のため信号機が停止し、片側３車線の双葉三条通
は、計６車線の右からも左からも車が絶え間なく行き来
し、渡るのは命がけであった。さらに、高齢者にとって
は、北光小までの距離がとても長く、自力での避難は実
質難しい状況であった。
　そこで、要望として、山手北光総合福祉会館を災害時
の避難所、あるいは、それに準ずる場所として指定して
欲しい。ということをお願いいたします。

　本市の指定避難所は、現在市内の小中学校及び高
等学校等の合計４８カ所を指定しており、災害時には職
員を派遣し、迅速に開設できる体制を構築しておりま
す。今回ご要望のありました町内会館の活用につきまし
ては、備蓄品や職員の配備に関して指定避難所と同様
の取り扱いとすることは難しい状況ではありますが、被
害状況によっては町内会館の活用も想定されますこと
から、状況に応じて町内会と協議させていただきたいと
考えております。

B 市民生活部
　危機管理室
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3 【北光町未来の森公園整備について】
　北光町町内会

当該公園に遊具及びパークゴルフ場を設置して欲し
いとの要望を24年度、25年度と提出させていただいた。
遊具は住宅の張り付き状況や公園利用者の人数・層を
把握し整備を検討していく、パークゴルフ場は市中部地
域に５箇所あることから設置しない（人口１万人に１箇所
の割合から）との回答でした。
　５年が経過した今、地域の人口の増加（子育て世代の
増加）や公園の利用状況（北光２丁目公園だけでは遊
具が不足）等から、遊具及びパークゴルフ場の設置を
再度ご検討いただきますようお願いします。

　北光町未来の森公園につきましては、借地方式によ
る公園として整備しており、これまで公園敷地を返却す
る際に撤去が大掛かりとなる施設等の設置は行ってお
りませんでした。
　しかしご要望の通り、近年、公園周辺の住宅開発が進
み、人口増加による公園利用者の増加も見込まれます
ことから、今後、土地所有者と協議のうえ、町内会のご
意見を伺いながら、施設等の整備について検討を進め
てまいります。

B 都市建設部
　緑地公園課

4 【北光町３丁目生活道路の整備について（継続要望）】
　北光町町内会

①北光町３丁目住宅南側バス通り、②バス通りに付随
する北側の歩道、及び③同バス通りの１本北側の東西
道路の路面劣化が進んでいます。
　昨年度は北光町３-４間の南北道路の改修（107ｍ）が
完了しました。ありがとうございます。来年度以降も計画
的な改修をご検討下さい。
　また、上記以外でも、雨水や雪解け水が溜まる、工事
後の凸凹がひどい、といったところが散見されます、パト
ロールの上改修をお願いします。

　今年度は、北光17号線（107ｍ）の整備改修を行って
おり、今後も、現地調査の結果を基に、路面の劣化を判
断して整備改修を図ってまいります。
　また、凹凸などにつきましても、通行に支障がないよう
に適宜補修を行ってまいります。

B 都市建設部
　道路維持課
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5 【北光町２丁目、既設住宅街－新設住宅街間南北道
路の安全対策について】
　北光町町内会

北光町２丁目の既設住宅街と新設住宅街の間の南北
道路において、車両の接触事故が頻発し、交差路角の
家屋にも被害がありました。事故後注意喚起看板が設
置され、ここ１年ぐらいは発生していませんが再発の恐
れがあります。
　再発防止策は「一時停止」標識の取付けが最適と思
われます。取付けをご検討下さい。また、「一時停止」標
識が片側のみのところがあります、もう片方に同標識の
取付けをご検討下さい（上記２件継続要望）。新たに、２
丁目道路に「指定方向外進行禁止」標識の見にくいも
のが見られますので合わせて改善を関係機関に要望
願います。

　当該交差点の 規制標識及び一時停止標識について
は、継続して北海道公安委員会へ要望しております。
　また、「指定方向外進行禁止」標識の更新について
は、町内会からの要望に基づき苫小牧警察署から北海
道公安委員会へ上申していると伺っております。
　信号機や一時停止などの交通規制については、北海
道公安委員会が全道の状況や、設置に要する財源な
どを踏まえ判断することとなっておりますが、設置までに
は大変時間を要しており、本市としましては地域の実情
等を苫小牧警察署へ伝えながら、粘り強く要望してまい
ります。
　また、国や北海道に対し、交通安全施設整備に対す
る財源の確保を市の重点要望として継続して要望して
まいります。

B 市民生活部
　安全安心生活課

6 【北光町２丁目宅地造成地域全体の道路安全対策に
ついて】
　北光町町内会

　北光町１、２丁目の民間宅地造成は、ほぼ終盤に差し
掛かり、現在、約240戸（計画の85％程度）が入居してい
ます。
　居住地内の道路安全対策は、造成とともに進められて
きましたが、既設道路等とつながる部分での安全対策
が必要になっています。
　昨年、交差路に注意喚起看板を取り付けていただき
ましたが、この地域全体を俯瞰した安全対策を考えて
いこうと思っておりますのでご協力願います。

　宅地造成に伴う地域全体の交通安全対策について
は、北海道道公安委員会へ要望するとともに、市で対
応可能な安全対策についても協議しながら進めてまい
りたいと考えております。

B 市民生活部
　安全安心生活課

3



要望
番号 要　望  事  項 取 組 状 況 等

反映
区分

担 当 部 課

7 【冬期降雪時の除雪、排雪について】
　北光町町内会

今年も降雪の時期がやって来ます。大雪のとき市は
除雪に大変でしょうが地域住民もそれなりに難儀してい
ます。
　生活道路の除排雪、凸凹道路や凍結道路の解消に
努めていただくようお願いします。
　通行に支障をきたすようなところがあればお知らせしま
すので、速やかな対応を今年もよろしくお願いします。

　除雪につきまして、御理解・御協力ありがとうございま
す。
　御要望の件につきましては、道路パトロールを行い通
行に支障のないように努めてまいります。

B 都市建設部
　道路維持課

8 【ゴミ回収のあり方】
　見山町東町内会

　現在、ゴミ戸別収集が試験的に実施されているが、い
つから全市になるか判明しません。
　町内でも高齢者の認知症が進みゴミステーションの
ルールを守れない方がいますが公園に常設しているス
テーションでは、車からのポイ捨てや期日が守られてい
ません。
　ある方は、不法なゴミ袋を使い何度か注意され改善さ
れましたが、規則が守られるステーションは現状のまま
で良いのですが、そうでない所だけでも戸別収集に切り
替えてほしい。

　ごみの戸別収集は、従来のステーション方式とは異な
り、各戸ごとにごみを排出・収集する方式で、平成28年
７月から市内の一部地域で試験的に導入しておりま
す。
　戸別収集では、高齢者や子育て世帯のごみ出し負担
を軽減するほか、ごみの排出マナーの改善が期待され
ます。
　一方、戸別収集を全市拡大するためには、多額な費
用を要するほか、収集作業の人員確保が課題でありま
す。このため、当面は現状のごみ収集方式を継続しま
すが、戸別収集の全市拡大に向けて引き続き検討して
まいります。
　なお、ごみの排出ルールが守られないステーションに
ついては、現地の状況を確認の上、町内会と連携しな
がら改善策を講じてまいりたいと考えておりますのでよ
ろしくお願いいたします。

C 環境衛生部
　ゼロごみ推進課
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